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Ⅰ.組織概要  

1. 組織 

       名 称：有限会社 三洋ｻｰﾋﾞｽ 

設 立：1977 年 1 月 5 日  

       代表者：新美 三良 

       所在地：本社  〒464-0074 

           名古屋市千種区仲田一丁目 5番 20号 

           港工場 〒455-0813 

           名古屋市港区善進本町 348 

資本金：300万円 

従業員数：20 人 

売上高：2 億 2308 万円        （令和 4年 6月算） 

事業年度：７月～翌年６月 

事業活動の内容：一般廃棄物収集運搬 

産業廃棄物収集運搬 

        産業廃棄物の中間処理    許可 有  実績無し 

環境管理責任者：新井松男  

      連絡先 TEL052-711-2395   FAX 0252-723-6984 

E-Mail sanyo-service@sf.starcat.ne.jp 

2. 事業 

 

 

場所 作業内容 敷地 

本社 収集運搬 458.8 ㎡ 

港工場 中間処理・積替え保管・収集運搬 976.9 ㎡ 



 

 

 

3. 産業廃棄物処理量              （2021 年 7 月～2022 年 6 月）  

一般廃棄物収集運搬量             3851.06t 

産業廃棄物収集運搬量＊                 317.90t 

産業廃棄物中間処理                   実績なし             

 

4．収集運搬車両の種類 

塵芥車 脱着式コ

ンテナ車 

キャブバッ

ククレーン

車 

ダンプ 

 

9台 １台 5台 ２台 

 

5．許可関係 

 許可及び登録の内容 許可登録番号 許可年月日 許可の期限 

名古屋市 一般廃棄物収集運搬許可証 第 4-1-8 R4.4.1 R6.3.31 

日進市 一般廃棄物収集運搬許可証 第 1-10 R3.4.1 R5.3.31 

名古屋市 産業廃棄物収集運搬業許可証 

1） 積替え・保管を含まず 

燃え殻、汚泥、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含有産業廃

棄物を含む）、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ｺﾞ

ﾑくず、ガラスくず及び陶器くず（石綿含有産業廃棄物を含

む）、がれき類、（石綿含有産業廃棄物含む） 

2） 積替え・保管を含む 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（石綿含有産業廃棄物を除く）、金属くず、

ｶﾞﾗｽくず及び陶器くず（石綿含有産業廃棄物除く）、がれ

き類（石綿含有産業廃棄物除く） 

 

第

0641000

5418 号 

 

R3.8.31 R8.6.27 

愛知県 産業廃棄物収集運搬業許可証 

積替え・保管を除く。 

燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、 

（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、紙くず、

木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、（自

動車等破砕物を除く。）、ガラスくず、コンクリートくず、（工

作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び

陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除

く。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を除く。） 

第 02300005418

号 

 R3.8.25 

 

R8.7.8 



 

 

名古屋市 産業廃棄物処分業許可証（一日８時間） 

中間処理（切断）廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

処理能力 2.4ｔ／日 

第 0642005

418 号 

R3.8.31 R8.6.27 

愛知県 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証 

積替え・保管を除く。 

引火性廃油、感染性産業廃棄物 

第

0235000

5418 号 

H30.9.14 H35.9.13 

 

6．中間処理設備の概要 

設置場所   名古屋市港区善進本町 348番 

設置年月日  昭和 52 年 4月 16日 

7．積み替え保管設備の概要 

所在地    名古屋市港区善進本町 348番 

種 類    金属くず、廃プラスチック類、ガラスくず及び陶磁器くず、がれき類 

（すべて石綿含有産業廃棄物を除く） 

保管能力   面  積  32.55㎡ 

       保管上限  49.84㎥  

8.認証登録範囲 

対象組織   本社、港工場 

対象活動   一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬 

                                      



 

 

Ⅱ.実施体制 

1. エコアクション２１の取組体制 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）環境経営システムの役割と責任 

 

代表者 ・環境経営に関する統括責任   

・環境経営方針の策定 

・環境経営目標及び環境経営計画の承認  

・環境管理責任者の任命、環境活動に必要な資源の確保 

・環境経営システム全体の評価及び見直し 

・環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 

 

 

 

事務局 

・環境経営システムの構築及び運用管理 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・環境経営目標及び環境経営計画の作成 

 

・環境活動の取組状況の把握 

・環境経営レポートの作成 

 

従業員 ・環境経営方針、環境経営目標、環境への取組の重要性を自覚 

・自主的、積極的に環境活動へ参加 

 

 

代表取締役 

新美 三良 

 

環境管理責任者 

新井 松男 

本社 

横井 歩 

港工場 

吉村 薫 

事務局 

新美 希代美 

 



 

 

Ⅲ.環境経営方針 

 

環境経営方針 

〈基本理念〉 

私たちは廃棄物処理を通じて地球環境に対し事業活動で増々深刻化する

地球温暖化への対応や限りある資源の有効利用に向けて、自主的かつ積

極的に環境負荷を減らし、自然保護及び、循環型社会の形成に継続的に

貢献していきます。 

 

〈基本方針〉 

① 環境関連法規、顧客の要望を遵守して事業活動を行います。 

② 電気、化石燃料の使用量を減らし二酸化炭素排出量削減の向上に取り組みます。 

③ 節水に努め水使用の削減に取り組みます。 

④ 廃棄物の削減の為、再資源化に取り組み、ﾘｻｲｸﾙの向上に努めます。 

⑤ 環境への意識を向上させる為、社員への教育や啓発活動を推進します。 

⑥ この方針、取り組みを社内外に開示し環境保全意識の向上に努めます。 

 

 

制定日  平成３０年８月１日 

有限会社 三洋サービス 

代表取締役 新美 三良 



 

 

Ⅳ.環境経営目標 

 中期環境経営目標 

事業年度：7月～翌年 6 月   

項 目 単位 2017年度  

(実績・基準) 

2018 年度  

(目標) 

2019年度 

（目標） 

2020 年度 

（目標）                          

2021 年度 

（目標） 

2022 年度 

（目標） 

1.電力 

使用量削減 

kWh 15412.00 15257.88 15103.76 14949.64 14795.52 14641.4 

- -1％ -2％ -3％ -4％  -5％ 

2.軽油  

使用量削減 

L 82646.42 81819.96 80993.50 80167.03 79340.56 78514.10 

- -1％ -2％ -3% -4% -5% 

3.灯油 

使用量削減 

L 220 218 215.6 560実績 560維持 560維持 

- -1％ -2％ ― ― ― 

4 二酸化炭素 

排出量削減 

kg-co2 221173.32 218961.58 216749.84 214538.12 212326.37 210114.63 

- -1％ -2％ -3% -4% -5% 

5. 一般廃棄物 

排出量削減 

Kg 514 データ収集 504 499 493 488 

- - -2％   -3％ -4% -5% 

6. 水 

使用量削減 

 

ｍ3 

1310 1296.9 1283.8 477実績 472 467 

- -1％ -2％ 基準 -1% -2% 

7. 資源回収比率

の向上 

％ 

 

- - - 実績１６％ １７ １８ 

- - - 基準 ＋１％ +２％ 

8.地域貢献活動  

（道路清掃活動） 

回数 週 1 回 週 1 回 週 1 回 週 1 回 週 1 回 週 1 回 

注1  二酸化炭素排出係数は、令和３年度㈱グリムスパワー基礎排出係数 0.480 ㎏-CO2/K

ｗｈを使用する。 

注 2 化学物質については、PRTR法に該当する物の取り扱いはありません。                                     

  注3 一般廃棄物は可燃ごみと不燃ごみの合計とし、基準値は2018年度実績とする。   

  注 4 資源回収比率とは事業系一般廃棄物収集に占める資源回収量とし、資源回収比

率の向上目標は 2020年実績を基準として年度１％増加する。 

注 5 灯油についてはコロナ禍の為、健康第一とし当面削減目標は設定せず現状維持

とする。 

注６ ガソリンはリフトの燃料に使用しているが、年間使用量が少ないので､目標設

定はしないが省エネは実施する。 

  注 7 水使用量については、2017年基準年度が水漏れ実績の為、水漏れ修理後の 

     2020年度実績を基準とし削減目標を設定する。 

 



  

Ⅴ.環境経営計画及び実施状況 

環境経営計画（2021 年 7 月～2022 年 6 月）／実施状況 

項目：

責任責  

環境経営計画 7 月

状況 

8 月

状況 

9 月

状況 

10月

状況 

11月

状況 

12月

状況 

1 月

状況 

2 月

状況 

3 月

状況 

4 月

状況 

5 月

状況 

6 月

状況 

1.電力使用

量の削減 

：横井 

・不要な点灯をなくし、昼休み等には消

灯する。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・社員退社後、不要な照明を消灯

する。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・ＰＣの省電力モードを有効に利

用し使用後は電源を切る。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・エアコンの設定温度は、冷房 28℃、

暖房 20℃とする。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・節電の掲示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2．燃料使用

量の削減（軽

油・灯油） 

：新井 

・経済速度で走る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・点検整備をし、車輌を維持する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・定期的に空気圧チェックをす

る。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・トラックの無用なアイドリングを止

める。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・タコメーターのチェック（エコ

運転） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

・石油ストーブの室温管理の徹底

で使用時間の削減 
― ― ― ― ― 〇 〇 〇 〇 ― ― ― 



 

 

3．二酸化炭素

排 出 量 の 削

減：新井 

・上記 1・2の活動による。 

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4．一般廃棄物

排出量の削減 

：横井 

・廃棄物の分別を徹底し、資源化

する。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

5．水使用量

の削減：横井 

・節水の掲示を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・洗車の効率化。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

6．資源回収

比率の向上 

：吉村 

・事業者への資源化促進をＰＲす

る。 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 

・資源化取組報告書を行政へ報告

する。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

７．地域貢献活

動：新井 

・本社・工場及び周辺の清掃。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

＊活動は全員で実施し、環境管理責任者が実施確認をする。 

 

実施状況  ○・・・実施   △・・・一部未実施   ×・・・未実施                                               



  

Ⅵ.環境経営目標の実績 

環境経営目標と実績 

取組み期間  2021年 7月１日～2022年 6 月 30日 

項 目 単位 
2021 年度 

目標 

2021 年度 

実績 

基準年比

増減（％） 
目標達成状況 

1.電力 

使用量削減 
kWh 

14795.52 13385.00 -13.2 
達成 

 2.軽油 

使用量削減 
L 

79340.56 77505.42 

 

-6.2 
達成 

 3.灯油 

使用量削減 

L 

 

560 560 0 

 
達成 

4.二酸化炭素 

排出量削減*2 

L 

kg-CO2 

212326.37 208281.89 -5.8 
達成 

5.一般廃棄物 

排出量削減 
Kg 

493 471 -8.4 
達成 

6.水 

使用量削減 
ｍ3 

472 

 

264 -44.7 
達成 

7. 資源回収比率

の向上 
％ 

17 15 -1 未達成 

 

8.地域貢献活動 

(道路清掃活動) 

回 

（毎週） 

1 １ １ 
達成 

注 1 二酸化炭素排出係数は、令和３年度㈱グリムスパワー基礎排出係数 0.480㎏－CO2/ｋｗｈ

を使用する。 

 



  

Ⅶ.環境活動の取組み結果とその評価及び今後の取組 

 

環境目標の達成状況および環境活動計画の実施状況、及び今後の取り組み 

 

環境目標項目 達成状

況 

環境活動計画実施状況 

達成・未達成の要因 

今後の取り組み 

1.電力使用量の削減 達成 ・エアコン、照明、OR機器の節

電の徹底で目標を達成した。 

・無理のない程度に電気使

用機器の節電を管理してい

く。継続実施 

2.軽油使用量の削減 達成 ・エコ運転及びルート回収の取

組みによる。 

・ルートの効率化、エコ運

転の推進。継続実施 

3.灯油使用量の 

 削減 

達成 ・コロナカ禍で部屋の温度管理

のため、必要に応じて石油スト

ーブを使用する。 

・不要時はスイッチを切る。 

・必要以上に室温を上げな

い。継続実施 

4. 二酸化炭素 

排出量削減 

達成 ・軽油の使用量を減らすことが

できた。 

・電気使用量、軽油使用量

の削減の継続。 

5.一般廃棄物 

排出量の削減 

達成 ・可燃物２８２ｋｇ  

・不燃ごみ３０ｋｇ  

・リサイクル１５９ｋｇ 

・ごみの分別徹底でリ

サイクルを推進する。

継続実施 

6. 水 

使用量削減 

達成 ・水道管水漏修理したことにより

継続的に使用量が減った。 

・使用量だけではなく、

水漏れなども気に掛け

る。継続実施 

7. 資源回収比率の向

上 

未達成 ・コロナ禍で事業者のリサイク

ル発生量が減少したことが要因

である。   

・資源化取組報告書を定期的に

報告できた。 

・事業者への資源化促

進ＰＲの徹底による回

収比率向上促進、取組 

継続実施 

8.地域貢献活動 

(道路清掃活動) 

達成 ・毎週周辺道路の清掃 

 

・計画を継続 

 

 



  

Ⅷ.環境関連法規等一覧及び遵守評価結果 

作成・評価日：2022年 11 月 1日 

                        作成者及び遵守評価者：新井  

適用法規 該当設備施設              法規の要求事項 評価結果 

廃棄物処理及び清掃に関

する法律 

  

［排出事業者として］ 

・一般廃棄物 

(紙ごみ) 

 

［処分事業者として］ 

・一般廃棄物 

・産業廃棄物 

保管場所表示、保管基準の順守 ○ 

運搬・処分業者との委託契約 ○ 

マニフェストの交付・回収 ○ 

マニフェスト交付状況の報告 ○ 

収集運搬業許可証の更新 ○ 

処分業許可証の更新 ○ 

排出事業者との契約 ○ 

運搬車両への表示、マニュフェスト、

許可証の携帯 
○ 

名古屋市産業廃棄物等の

適正な処理及び資源化の 

排出業者として、促進に関

する条例 

 

 

産業廃棄物の運搬・処分業者の定期

的な確認 
○ 

市民の健康と安全を確保

する環境保全に関する条

例 

収集運搬業者として 

社員への教育 

ポスターの掲示 

アイドリングストップ 

○ 

リサイクル法 パソコン 
長期使用、再生資源の努力義務、適

正処理 
○ 

家電リサイクル法 
テレビ・エアコン・冷蔵庫 

洗濯機 
買換時リサイクル料負担、適正処理 ○ 

自動車リサイクル法 
塵芥車台・ダンプ車台 

 

車検又は買換時リサイクル料負担、

適正処理 
○ 

フロン排出抑制法 業務用エアコン 
簡易点検、適正処理 

委託確認書、引取証明書の保存 
○ 

道路運送車両法 運送車両 車検 ○ 

自動車 NOX・PM法 塵芥車台・ダンプ車台 車検時検査      ○  

［環境関連法規への違反、訴訟等の有無］ 

 環境関連法規に対する遵守状況は、確認・調査したところ、違反はなく、全て適合しておりま

す。また、関係当局より、違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。 

 



 

 

Ⅸ.代表者による全体の評価と見直し・指示 

エコアクション 21の認証登録を受け４年が経ち、廃棄物の収集運搬におけるルー

トの効率化、不要なアイドリングのストップ、節電などの環境負荷の低減を目標とし、

日々邁進した結果、今回の８目標中７目標を達成することが出来ました。 

灯油使用量はコロナ禍で冬の室温コントロールで止むを得ない状況とい

えるので、健康第一とし当面削減目標は設定しないで現状維持としました。 

また、港工場の容量の大きなアンペアの変換の見直しで電力の更なる削減と事業系

ごみ減量のＰＲの徹底で資源化を促進したいと思います。 

低炭素活動をはじめ、私たちの活動パフォーマンスを向上させ、環境負荷低減をテ

ーマとし全社一丸として邁進して参ります。 

なお、環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制は変更なしで継続維

持でやっていきます。 
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